
ふくしま応援 ! 
「ベコ太郎」

2今月の表紙 喰丸小（昭和村） 昭和12（1937）年に建築された２階建ての木造校舎「旧喰丸小学校」は、平成30（2018）年に交流・観光拠点施設「喰丸小」としてリニューアル。築80年を超える木造校舎はどこか懐かしく、訪れた人々を魅了します。
くい まるしょう 2024年

6月号

　県は３月、災害から県民の命を守るためのスマート
フォン用アプリ「福島県防災アプリ」の運用を開始し
ました。さまざまな防災情報のプッシュ通知、ハザー
ドマップの確認、自分に合った避難計画｢マイ避難シー
ト｣ の作成など、いざという時に迅速で適切な避難
行動をとるための多くの機能を備えています。防災
アプリを開発した目的や主な機能をご紹介します。

　東日本大震災、令和元年東日本台風（台風第19号）、
令和３年および令和４年の福島県沖を震源とする地震、
令和５年台風第13号に伴う大雨災害など、本県では近
年、大規模な災害が頻発しており、県民の命を災害から
守るための取り組みの一層の強化が求められている状
況です。
　県はこれまで、各種媒体による広報や日頃の防災啓発
活動などによって、県民の生命と財産を守るための情報

　避難情報、気象情報、避難所情
報、自治体からのお知らせなどが
タイムリーに通知されます。
　現在地に加え、任意で選んだ３
つの地域の防災情報を受け取るこ
とができます。離れて暮らす家族
がいれば、その地域の情報を確認
することができます。

　近くの避難所の開設状況や混雑
状況を確認できます。避難所まで
の道順案内も可能です。通信障害
が発生した際にも避難所にたどり
着けるよう「避難コンパス」機能を
備えています。
　また、雨量、河川水位、河川カメラ
映像、道路規制などの情報を確認で
きます。各種ホームページを確認す
ることなく、さまざまな防災情報を
一元的に取得することができます。

「福島県防災アプリ」の主要な機能をご紹介します。

災害から〝命〟を守る

主な機能

●防災情報のプッシュ通知 ●避難所検索など

を発信してきました。取り組みをさらに深化させ、避難
行動をとるために必要な情報を一元的に提供すること
で、より迅速で適切な避難行動につなげていただくとと
もに、日頃から災害への備えに積極的に取り組んでもら
うため、「福島県防災アプリ」を開発し、令和6年３月27
日に運用を開始しました。誰でも無料でダウンロードす
ることができます。

福島県防災アプリ
リリース！
福島県防災アプリ
リリース！
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してください。



知事メッセージ
─ Message ─

家族、友人にも勧めたい！

　知人から聞いてダウンロードしました。想像以上に
機能が多く、驚きました。
　備蓄品リストは、家族構成を入力するだけで簡単に
作成できました。防災マップも使い勝手がよく、避難所
の場所だけでなく開設状況や混雑状況も一目で分かり、
緊急時にも心強いです。ホーム画面で気象情報や注意報
を確認できるため、災害時はもちろん、普段使いにも
便利だと感じました。
　家族や友人にも勧めようと思います。みなさんもダウ
ンロードして、いざというときに備えましょう！

利 用 者 の 声
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特集（令和６年４月号）では、総合計画前進予算など、「復興・再生」の加速が分かっておもしろかったです。
（60代 南会津町）
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　令和５年度は自分の身の回りの危険に気付き備える
（自助）ための機能を先行して整備しました。令和６年度
は、避難所の受け付けをスムーズにする機能や避難者支
援につながる機能、県民同士が互いに支え合う（共助）た
めの機能などを追加する予定です。
　１月には北陸地方、４月には台湾で大きな災害が発生
しました。災害は「他人事」ではありません。福島県防
災アプリをダウンロードし、「自分事」としていざという
時に備えましょう。
ホームページで詳しい情報を
公開しています。

　自分がいる場所の洪水や土砂
災害、津波などによる災害リスク
を確認することができます。洪
水浸水、土砂災害、津波など、複
数のハザードマップを重ねて表
示することも可能です。例えば
洪水浸水のハザードマップでは、
大雨時に危険な｢洪水浸水想定区
域｣が赤色や黄色で表示されます。

　家族、友人などグループをあら
かじめ設定しておくことで、災害
時に安否情報や位置情報を共有
することができます。

※県は、「ふくしまマイ避難ノート」や「そなえるふくしまノート」の冊子も用意しています。

　家族構成や、自宅や職場の災害
リスクを踏まえた、自分に合った
避難計画「マイ避難シート」をス
マートフォン上で作成できます。
　いざという時の避難のタイミン
グなどをあらかじめ考えておくこ
とで、迅速で適切な避難につながり
ます。作成したマイ避難シートを
家族内で共有することができます。

　家族の人数を入力すると、３日
分の目安となる食料や衛生用品な
どの備蓄品の数量が自動計算され
ます。不足している品を確認する
機能もあります。

ダウンロードして使ってみましょう！

●ハザードマップの確認

●グループ安否

●マイ避難シートの作成

●備蓄品リスト

検 索福島県防災アプリ

こちらから
ダウンロード
してください。
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４月号の「特集 総合計画前進予算」は、分かりやすく表記され、福島県が目指している将来の姿が見えてきました。
県政に関心がわきました。（60代  いわき市）

　県は｢福島県防災アプリ｣、｢ふくしま健民アプリ｣、｢福島県環境アプリ｣の３アプリの普及を目的とした
キャンペーンを７月31日（水）まで実施しています。
　３つのアプリのホーム画面のスクリーンショットの画像データを、キャンペーンの特設サイトから応募
すると、抽選で豪華景品が当たります。ぜひ、３つのアプリをダウンロードし、ご応募ください。
特設サイトで詳しい情報を公開しています。

検 索ふくしま３アプリ連携キャンペーン

｢３アプリ連携キャンペーン｣実施中｢３アプリ連携キャンペーン｣実施中
７月３１日（水）まで


